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注認証番号の欄は、導入した環境マネジメントシステムの内容について第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

(宛先）京都府知事 ２０１１年７月３０日

住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）
東京都中央区築地７丁目１７番１号住友不動産築地ピル３階

氏名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

株式会社ロジスティクス・ネットワーク
代表取締役社長秋山真人

環境マネジメン卜システムの名称
ニチレイグループ独自のシステム

適用範囲
株式会社ニチレイロジグループ本社の子会社全般

導入年月日 平成２１年１１月１８日

認証番号

基本方針

別紙３枚の内容ホームページ掲載分
①ニチレイグループの環境方針
②環境保全委員会の設置と体制図

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくための目標（以下「目
標」という。）

１環境負荷軽減
環境保護保全への積極的取組、要求事項への確実な対応

２社会貢献
所属地域での企業としての貢献活動

目標を連成するための取組の内容

当センターの取組

１地球温暖化ガス排出量の削減
①冷却設備の洗浄にて冷却効率を高める
②ボイラー運転台数を２台から１台に切替燃料の削減を行う運転状況の管理
２リサイクル率の向上

①名刺・コピー用紙・封筒類は再生紙の物にて購入
②コピー機の裏紙使用
３センター周辺の清掃
｢、在［日１１口１－奎壗立則〔旦旦．月El4五=h§卜ｌＭｍｒﾉ豆去､劣二ｈｎｌＱｎ２Ｊﾄﾓ巳弓FRi陞り妻士呈之オキナハ易

目標を達成するための取組の進捗状呪

１－①実施済み
１－②日々の管理上特に問題なし
２－①総務担当者の購入管理
２－②当事業所の全体的な取組（作業帳票・提出書類以外は、裏紙を使用）
３－①雨天の月を除き実施された

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対する評価

1に対しては、電気ガスなどの使用状況・気温等の環境を踏まえ評価を行う。
２－①に対しては、報告書により本社が確認を行っている。
２－②は継続している。
３－①は天候に左右されるが現在のところ実施。
以上の結果集計は、本部のデーター吸上げにより環境会計の表として全社としてホーム
ページにて掲載されています。
別紙（環境会計）

事業活動に係る法令の遵守の状祝

現在の所指摘事項はありません

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

１の項目２００８年頃より効果は出ているので、継続を行う。
２の項目継続して行う。
３の項目継続して行う。


